









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































認法案」が提出されたのである（BT PlPr 12/155: 13196-13241; 法案はBT Drs 12/4533）。その直
後の６月18日には，連邦参議院でもやはりニーダーザクセン州から出生地主義と重国籍を含んだ







































包括的法関係」が生じるのです。しかしこのような国民の権利と義務（Diese Staatsbürgerrechte und 
–pflichten）は，勝手気ままに交換可能な外形にすぎないものでは，決してありません。それはわれわ














































































































































































































































































































1993 1994 1996 1999（１月）
賛成 36 33 34 23
反対 47 50 51 64
わからない 17 17 15 13
計 100 100 100 100
（出所：Noelle-Neumann/ Köcher 1997: 633; 2002: 584）
『シュピーゲル』（Umnid-Umfrage）
1999年１月5/6日
支持政党 全体 SPD CDU/CSU FDP B’90/緑 PDS 極右
賛成 39 49 22 37 84 41 11
反対 53 44 71 54 14 58 82
どちらでもない 5 5 5 - 2 - 7





















































































































































































































































































































（1999: 45-90），Green（2000），Howard（2008），Hell（2005）， 前 田（2004），Münch（2008: 128-158），















































です」（BT PlPr 10/205: 15775）とある。
12） 国外からの流入者（「外来民」）の急増については，近藤（2002: 88-95）を参照。
13） アウスジードラーの制限については拙稿（佐藤 2007）参照。
14） 帰化請求権は，1980年に連邦参議院でノルトライン＝ヴェストファーレン州から（BR Drs 52/80），そ
して1982年シュミット時代の連邦政府から（BR Drs 3/82），それぞれ法案が出されていた。後者は連邦議












































































Deutscher Bundesrat, Plenarprotokoll　［BR PlPr］（連邦参議院議事録）
Deutscher Bundesrat, Drucksache　［BR Drs］（連邦参議院議事資料）
Deutscher Bundestag, Plenarprotokoll　［BT PlPr］（連邦議会議事録）
Deutscher Bundestag, Drucksache　［BT Drs］（連邦議会議事資料）
V erhandluugen des deutschen Reichstages: Stenographische Berichte　［RT］ （ドイツ帝国議会議事録）
＊党大会資料
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